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〈
会
員
著
書
紹
介
〉

笹
淵
友

一
著

『
小
説
家

島
崎
藤
村
」

巻
を
開
け
ば
、
ま
ず
次

の
言
辞

が
目

に
入

る
。
〈
島
崎
藤
村

(明
治

5
～
昭
和

18
)

は
初
め
新
体
詩
人
と
し

て
世

に
認
め
ら
れ
、
後

に
小
説

に
転

じ
、
遂

に
文

壇

の
書
宿
と
し

て
そ

の
生
涯
を
全

う
し
た
、

と

一
般

に
考

え
ら
れ

て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
〉
著
者

は
、
そ

の
認
識
が

〈必

ず
し
も
誤

っ
て
い
る
と

い
う

の

で
は
な
い
〉
と
し
た
上

で

〈
し
か
し
雑
誌

「文
学
界
」
創
刊

(明
治
26

・
1
)

当
時

の
藤
村

の
関
心

は
む
し
ろ
物
語

・
小
説

に
あ

っ
た
〉
と
さ
れ
る
。

そ

の
拝
情
詩
時
代
か

ら
既

に
生
き

て
い
た

『
小
説
家
』
藤
村
。
そ

こ
に
目
を

据

え
、
島
崎
藤
村

の
全
創
作
活
動

に
わ
た

る

『
小
説
家
』

の
歩
み

の
追
究
を
続

け
て
来

ら
れ

た
笹
淵
氏
が
、

そ
の
成
果
を

一
巻

の
書
物

に
纏
め
ら
れ
た
。
そ
れ

が
本
書

で
あ

る
。

以
下
、
本
書

の
細
目
を
掲
げ
る
。

第

一
部

藤
村
文
学

の
視
点

「
若
菜
集
」
以
前

の
物
語

・
小

説

藤
村
と
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム

藤
村
と
大
陸
文
学

藤
村
と
外
国
文
学

「
特

に
ト
ル

ス
ト
イ
と
の
交
渉

に

つ
い
て
「

藤

村

の
自
然
観

藤
村

の
文
学

と

「時
」

藤
村

に
お
け
る

「
労
働
と
文
学
」
「
藤
村

の
労
働
価
値
観

と
そ
の
軌
跡
ー

近
代
文
学

に
お
け

る
散
文
精
神

の
問
題

ー
特
に
藤
村

に

つ
い

て
=

第

二
部

作
品
論

「
緑
葉
集
」
「

ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム

の
挫
折
=

「破
戒
」
ー
古
典
主
義
者

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
の
成
立
ー

「春
」
「

ル
ネ

サ
ン
ス

へ
の
憧
憬
ー

「
家
」
ー
古
典
主
義
的

ヒ

ュ
ー
マ

ニ
ズ

ム
か
ら
自
然
主
義

へ
の
下
降
1

「
桜

の
実

の
熟
す
る
時
」
=

青
春

回
想

に
よ
る
人
間
失
格

へ
の
抵
抗
ー

「
新
生
」
1

幻
想
と
し

て
の

「新
生
」
「

「
嵐
」
「

古
典
主
義
的

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム

へ
の
回
帰
「

「
夜
明
け
前
」
=

叙
事
詩
時
代
を
生
き

た

一
愛
国
者

の
悲
劇
「

「
東
方

の
門
」
「
中
世
肯
定

と
ル
ネ
サ
ン
ス
の
達
成

(中
絶
)
=

巨
き
な
視
点

か
ら
、

そ
し
て
、
個

々
の
作
品

に
於

て
微
視
的

に
、
『小

説
家
』

藤
村

に

つ
い
て
の
考
察
が
な

さ
れ
た
本
書
が
藤
村
研
究

の
必
須
文
献
と
な
ろ
う

こ
と
は
疑

い
な

い
。

ま
た
、
本
書
は
藤
村
研
究

に
と
ど
ま
ら
ず
、
例

え
ば
、
詩

と
小
説
、
或

は
、
仔
情
性
と
散
文
性
と

い

っ
た
、
文
学

に
於

け
る
基
本
的
な
問

題

に

つ
い
て
も
、
多
く

の
こ
と
を
考
え
さ
せ

て
く
れ
る
書
物

と
な

っ
て
い
る
。

(平
成

二
年

一
月

明
治
書
院

A
5
判

四
九

二
頁

九
八
〇
〇
円
)

白
石
悌
三
他
著

日
本
の
作
家
26

『永
遠

の
旅
人

松
尾
芭
蕉
」

「芭
蕉

の
よ
う
な
、
存
在

そ
の
も

の
が
作
品

で
あ
る
よ
う
な
作
家

の
伝

記
を

(
そ
れ
も
作

品
紹
介

を
か

ね
て
)
ど

う
書

い
た
ら
よ

い
の
か
と

い
う
迷

い
が

あ

っ
た
。
芭
蕉

の
意
図
し
た
芭
蕉
像
な
ら
比
較
的
描
き
や
す
い
気

も
し
た
。
か

と
い

っ
て
、

そ
う
し
た
芭
蕉
像
と
実
像
と

の
ず
れ
を
検

証
す

る
手
だ

て
が
あ
ろ

う
と
も
思
え
な
か

っ
た
。
」
と
白
石
悌
三
氏

が
あ
と
が
き

に
言

わ
れ

る
よ
う

に
、

そ
の
多
く

の
作
品
量

に
反
し

て
、
俳
人
松
尾
芭
蕉

の
素
顔
を
知

り
得

る
資
料
は

少
な

い
。
そ

の
中

で
、
諸
作
品

か
ら
読

み
取
れ

る
芭
蕉

の
文
学
像
と
、
僅
か
な

う66一



資
料
か
ら
可
能
性

と
し

て
考

え
ら
れ
る
人
間
像

と
を
合
わ

せ
て
、
生
き
生
き
と

し
た
芭
蕉
像
を
浮
き
彫
り

に
し
た
の
が
本
書

で
あ
る
。

ま
ず
、
第

一
部

で
は

「芭
蕉

が
芭
蕉

に
な

る
ま
で
」
と
題
し

て
、
そ

の
生

い

立
ち
か
ら
俳

譜
と
の
出
会

い
、
郷
里
を
出

て
江
戸

で
の
立
机

の
後
、
点
業
を
廃

止
し

て
深
川

に
退
隠
す

る
ま

で
を
記
す
。

第

二
部

で
は

「芭
蕉
伝

の
表
を
よ
む
」
と
し

て
、
芭
蕉
庵

で
の

「
四
季
発

句
」
、

『
甲
子
吟
行
』
『
あ

つ
め
句
』

の
詳
細
な
読
み
、
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
、

『猿
蓑
』

『炭
俵
』

の
評
訳
な
ど
を
通
し

て
の
芭
蕉
像
を
描
く
。

第
三
部

で
は

「芭
蕉
伝

の
裏

を
よ
む
」
と
し

て
、
田
中
善
信
氏

に
よ
る
芭
蕉
、

桃
印
、
寿
貞
を
め
ぐ
る
問
題

に

つ
い
て
の
斬
新
な
考
察

を
収
め

る
。

し

っ
か
り
し
た
作

品

の
読

み
を

"表
"

と
し
、
生
身

の
芭
蕉

の
姿
を
描

い
た

田
中
氏

の
論
を

"裏
"
と
し

て
ひ
と

つ
の
芭
蕉
像
を
描
き
出
す
、
芭
蕉
研
究

に

と

っ
て
意

義
あ
る

一
冊
で
あ

る
。

(
平
成
三
年

四
月

新
典
社

B
6
判

二
九

一
頁

二
三
六
九
円
)

目
加
田
さ
く
を
著

『私
家
集
論
一
」

本
書

は
、
奈
良
朝
か
ら
十
世
紀

に
か
け

て
の
私
家
集

(漢
詩
集

を
も
含

む
)

を
め
ぐ

っ
て
、
個

々
の
歌
人

の
伝
記
か
ら
家
集

の
性
格

・
詠
風

ま
で
幅
広
く
考

察
し
た
も

の
で
あ
る
。

第

一
章

古
代
家
集

で
は
、
ま
ず
今

日
そ
の
存
在

が
推
測

で
き

る
日
本
最
古

の
漢
詩

の
家
集
と
し

て
、
藤

原
宇
合
集

と
、
石
上

乙
麿

の
街
悲
藻

に
ア
プ

ロ
!

チ
す
る

(第

一
節

漢
詩
人

の
家
集
)
。
次

に
、
万
葉
集

に
よ

っ
て
そ

の
名
称
が

知
ら
れ
る
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集

・
笠
朝
臣
金
村
歌
集

・
高
橋
連
虫
麿
歌
集

・
田

辺
史
福
麿
歌
集
歌
を
集
成
す

る
。
ま

た
万
葉
集

に
載
る
家
持
歌
を
、
原

『
家
持

集
』
と
見
倣
し

ザ」
考
察

し
、

そ
の
視
野

は
万
葉
集

に
お
け
る
大
伴
氏
歌
人
群

に

ま

で
及
ぶ

(
第
二
節

歌
人

の
家
集
「
初
期
私
家
集
)
。

第

二
章

前
期
私
家
集

は
、
紀
氏
歌
人
群

(第

一
節
)
と
皇
系
歌
人
群

(
第

二
節
)
と

に
分
か
れ
る
。
前
者

に
お
い
て
は
、
ま
ず
貫
之

・
友
則
を
と
り
あ
げ
、

次

に
淑
望

・
秋
峯

・
有
常
と

い

っ
た
古
今
集
時
代
の
紀
氏
歌
人
十

三
名

の
歌

及

び
伝
記

を
集
成
す

る
。
ま
た
後
者

に
お

い
て
は
、
王
風

「
お
ほ
き
み
ぶ
り
」

の

指
摘
と

そ
の
概
念
規
定
を
行

っ
た
後
、

そ

の

「
お
ほ
き
み
ぶ
り
」
が
、
天
皇
か

ら

そ
の
子
孫

に
な

る
に
従

い
ど
う
変
わ

っ
て
い
く
か
を
考
察
す

る
た
め
、

ま
ず

天
皇
御
集
と
し

て
、
奈
良
御

門
御
集

か
ら
花
山
院
御
集
ま

で
計
九

つ
の
家
集

の

性
格
を
考
察
す
る
。

こ
の
よ
う

に
奈
良
朝

か
ら
平
安
朝

に
か
け

て
の
私
家
集

に

つ
い
て
、
史
料
を

網
羅

し

つ

つ
多
角

的

に
考
察

を
加
え

た
本
書

は
、
私
家
集

研
究
者

の
み

な
ら

ず
、
漢
詩
文
を

も
含
め

た
奈
良

・
平
安
朝

の
文
学
研
究
を
志
す
者

に
と

っ
て
、

必
読

の
書

と
言

え
る
で
あ

ろ
う
。

(平
成

三
年
九
月

笠
間
書
院

A

5
判

五
八
五
頁

一
九

五
七
○
円
)

中
野
三
敏
校
注

岩
波
文
庫

『
色
道
諸
分

難
波
鉦

-
遊
女
評
判
記
1
』

本
書
は
近
世
初
期

の
遊
女
評
判
記
の
白
眉

と
も
い
う

べ
き
酉
水
庵
無
底
居
士

作

『
難
波
鉦
』
を
翻
字

し
、
注

と
解
説
を
施
し

た
も

の
で
あ

る
。
従
来

『
難
波

鉦
』

の
翻
字

に
は
改
題
後
印
本

で
あ
る

「諸
分
店
卸
」
を
底
本
と
し

て

『
江
戸

時
代
文
芸
資
料
』
第

四
に
載

せ
ら
れ

た
も

の
が
あ

っ
た
が
、
本
書

の
解
説

に
も

述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
極

め

て
不
備
な
も

の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
は
影

印
で
あ
り
、

一
般

の
読
書

や
研
究

に
不
便

で
あ

っ
た
が
、
本
書

の
よ
う
に
正
確

一
67

「



な
翻
字

が
文
庫
本
と

い
う

か
た
ち

で
手
軽

に
手

に
は
い
る

こ
と

に
な

っ
た

の
は

歓
迎
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。

脚
注

は
原
則
と
し

て
簡
単
な
語
注

で
あ
る
が
、
本
文
を
通
読
す
る

に
十
分
な

も

の
で
あ

り
、
特

に
遊
里

で
の
特
殊
な
語
彙

に
詳
し

い
。

解
説

は
三
十

一
頁

に
も
及

ぶ
も

の
で
、
廓

と
遊
女
評
判

記

の
沿

革

に
始

ま

り
、

そ
の
後

に
用
語

の
解
説
と
し

て
、

(
一
)
廓
内
居
住
者

に

つ
い
て

・

(
二
)

客

に

つ
い
て

・

(三
)
心
中
だ

て

・

(四
)
物
日
、
紋
日

に

つ
い
て

・

(
五
)

遊
び

の
費
用

に

つ
い
て
、

の
五
項
目

に
わ
た
る
詳
細
な
用
語
解
説

が
続

く
。

そ

の
用
語
解
説
も
無
味
乾
燥
な
も

の
で
は
な
く
、
評
判
記
の
呼
吸
を
ふ
ま
え
た
読

み
物
と
な

っ
て
い
る
。

本
書

の
語
注
や
解
説

の
主
眼
は
、
評
判

記

の
世
界

つ
ま
り
廓

の
内
部

の
出
来

事
、
客
と
遊
女
と

の
駆
け
引
き
の
呼
吸
を
彷
彿

と
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
よ
う
で

あ
る
。
読
み
方

の

一
例

は
解
説
冒
頭

に
著
者

に
よ

っ
て
示

さ
れ
て
お
り
、
あ
と

は
読
者

が
そ
れ
に
な
ら
い
語
注

を
参

照
し
な

が
ら
本
文
を
味
読
す
れ
ば

よ
い
で

あ
ろ
う
。

そ

の
た
め
に
必
要
な
語
注
は
十
分
施

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

『
難
波

鉦
』

の
挿

し
絵

の
下

に
施

さ
れ

た
解
説

や
、
解
説
中

に
引
用
さ
れ

て
い
る
揚
屋

吉

田
屋
な
ど

の
多
く

の
図
版
も

そ
の
助
け
と
な

ろ
う
。

(平
成

三
年
十
月

岩
波
書
店

二
七
三
頁

五
七
○
円
)

井
上
敏
幸
他
校
注

新
日
本
古
典
文
学
大
系
76

『
好
色

二
代
男

・
西
鶴
諸
国
ば
な
し

・

本
朝

二
十
不
孝
」

と
と
な

っ
た
。

『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
は
、
大
本
五
巻
五

冊
各
巻
七
話
計
三
十
五
話

よ
り
な

る
短
篇
小

説
集

で
あ
る
が
、
話
題

が
多
岐

に
わ
た
り
、
ま

た
内
容
も
比
較
的
わ

か
り
や
す
い
た
め
西
鶴

の
入
門
書

と
し

て
は
最
適
な
も

の
で
あ

る
と

い
え
る
。

注
釈
書

も
多

く
、

『定
本
西
鶴
全
集
』

(暉
峻
康
隆
氏
)

『
日
本
古
典
文
学
全

集
』
(宗
政
五
十
緒
氏
)

『
対
訳
西
鶴
全
集
」
(冨
士
昭
雄
氏
)

桜
楓
社
本

(江

本
裕
氏
)
等

が
出

さ
れ

て
い
る
。
本
書

は

『
西
鶴
諸
国
ぱ
な
し
』
を
長
年

に
わ

た
り
研
究

し
て
き
た
井
上
敏
幸
氏

に
よ
る
、
そ
れ
ら
諸
注
釈
を
全

て
ふ
ま
え
た

上

で
氏
独
自

の
見
解
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
新
見

に
富
む
も

の
で
あ
る
。

一

例
を
挙
げ
れ
ば

「
忍
び
扇

の
長
歌
」

に
お
け
る
伊
勢
物

語
的
雰

囲
気

の
指
摘

は

卓
見
と

い
う

べ
き
も

の
で
あ
る
。

『
西
鶴
諸
国
ぱ
な
し
』

の
研
究
は
、
そ

の
性
質
上

原
拠
探
求

に
重
点

が
置

か

れ

て
き
た
が
、
今
後
は
そ
れ
ら

の
う
ち
の
ど
れ
が
真

に
原
拠

た
り
得

る
か
、

ま

た
原
拠
た
り
得
る
と
す
れ
ば
そ
れ
が
ど
こ
ま

で
作
品

の
読
解

に
資
す

る
か
、
と

い
う

こ
と

の
吟
味

が
必
要

で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
本
書

の
刊
行

に
よ
り
、

研
究

の

一
層
の
進

展
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

(
平
成
三
年
十
月

岩
波
書
店

A
5
判

五
六
三
頁

三
九
○
○
円
)

佐
々
木
雄
爾
著

『森
鵬
外

永
遠

の
希
求
』

昭
和
五
十

一
年
か
ら
六
十

二
年
ま

で
の
間

に
発
表
さ
れ
た
、
佐
々
木
雄

爾

氏

の
鵬
外

に
関
す
る
研
究
報
告
を
纏
め

て
成

っ
た
本
書

の
、
目
次

は
以
下

の
通
り

で
あ
る
。

「68「

『西
鶴
諸
国
ば
な
し
』

に
井
上
敏
幸
氏

に
よ
る
新
し

い
注
解
が
付
さ
れ
る

こ

序



「二三四五六七八九十主十
二

+
三

十
四

+
五

十
六

老
年
文
学

死

・
墓

・
年
譜

軍
医

反
俗

学
問

史
伝

(
そ

の

一
)
《
史
伝

の
性
格
〉

史

伝

(
そ
の
二
)
《
史
伝
執
筆

の
動
機
〉

史

伝

(
そ
の
三
)
《
史
伝

の
魅
力
》

史
伝

(
そ
の
四
)
《
史
伝

の
退
屈
さ
》

性
癖

(
そ
の

一
)
《
性
癖

へ
の
執
着

・
秩
序
志
向

・
自
尊
心
〉

性
癖

(
そ
の
二
)
《
簡
素
嗜
好

・
遺
言

の
解
釈

・
植
物
愛
》

思
想

(
そ
の

一
)
《
悲
哀
感

・
空
虚
感

・
無
常
感
》

思
想

(そ

の
二
)
《
「
諦
念
」

・

「
傍
観
」

・

「
あ
そ
び
」
》

思
想

(そ

の
三
)
《
「
か

の
や
う

に
」

・
厭
世
観

・
『
空
車
』
の
解
釈

》

思
想

(
そ
の
四
)
《
「
日
の
要
求
」

・

「献
身
」

・
宗
教
観
》

夢

鵬
外

研
究

の
書

は
数
多
く

あ
る
。

が
、

か
く

ま
で
徹
底
し

て
鵬
外

そ
の
人

に

寄

り
添

う
た
書
物

は
稀

で
あ

ろ
う
。
本
書

の
こ
の
か
た
ち

こ
そ
は
、
著
者
佐

々

木
氏

の
立
場
を
明
示
す

る
も

の
な

の
で
あ

り
、
氏

は

「
序
」

に
次

の
よ
う

に
記

さ
れ

る
。
〈
現
在

の
鴎
外
研
究

に
見
ら
れ
る
傾
向

の

一
つ
と
し
て

(中
略
)
鵬
外

の
私
的
、
公
的
体
験
、
あ
る

い
は
政
界
、
医
学
界
、
文
学
界

の
時
事
問
題
に
対

す
る
反
応
な
ど

(中
略
)

に

つ
い
て
の
検
討
は
詳
密

の
度

を
加
え

て
い
る
の

に

対
し

て
、
鵬
外

の
先
天
的
な
気
質
や
性
格

の
特
異
性
、
お
よ
び
そ
れ
に
根

ざ
し

た
人
生

観
、
作
品

の
基

本
的
性
格

な
ど

に

つ
い
て

の
考
察

は
疎
略

の
感

が
あ

る
。
本

書
は
後
者

に
重

き
を
置

い

た
、

一
読
者

の
鴎
外
試
論

で
あ

る
。
〉

〈
一
読
者

〉
の
、
篤
実
な
、
人
間
森
鶴
外

へ
の
接
近

の
試

み
、

そ
れ
が
本
書

で
あ
る
。

又
、
鴎
外
作
品
を

〈老
年
文
学
〉
と
規
定
す

る
と

い

っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点

の
提
示

さ
れ

て
あ

る
こ
と
も

〈
一
読
者

の
鴎
外
試
論
〉
た
る
本

書

の
特
色

と
し

て
見
逃
す

こ
と
が
出
来
な

い
。

(平
成

四
年
三
月

河
出
書
房
新
社

A
5
判

三
八
二
頁

三
五
〇
〇
円
)

今
井
源
衛
著

『
源
氏
物
語

へ
の
招
待
』

本
書

は
、
書
名

か
ら
は

一
般

の
読
者
を
対
象

に
編
ま
れ
た

『
源
氏
物
語
』
案

内

の
観
を
呈
す
る
が
、

一
般
的
な
概
説

の
枠
を
超
え

て
、
作
品

の
持

つ
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
を
、
わ
か
り

や
す

い
語
り

口
で
し
か
も
鋭
く
示
す
。
全
体
は
二
部

よ
り
構
成

さ
れ

て
お

り
、
章
立

て
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

〔源
氏
物
語

の
世
界
〕

は
じ

め
に
/
あ
ら
す

じ
/
物

語

の
伝
統
/
主
題

と
構
想
/
主
人
公
、
光
源
氏
/
源
氏
物
語

の
表
現
/
紫
式
部

の
生

涯

〔源
氏
物
語

を
探
る
〕

一

物
語

の
時
代
設
定
/

二

ユ
ー
モ
ア
の
諸

相
/

三

引
歌

・
引
詩

の
技
法

/
四

愛

の
か

た
ち
ー

「
も

の
の
ま
ぎ

れ
」
の
実
体

/
五

宮
廷
行
事

の
役
割
「
行
幸

に

つ
い
て
/
六

「
蛍
」
巻

の
物
語
論
/
七

女

三

の
宮
物
語

の
発
端
/
八

「雲
隠
」
巻

の
謎
/
九

宇
治

の
大
君

の
死

/
十

従
者

た
ち

の
役
割
/
十

一

「夢

浮
橋
」
巻

の
結
末

「
あ
と
が
き
」

に
著
者
自
身

が
述

べ
て
い
る
よ
う

に
、
前
半

「
源
氏
物
語

の

世
界
」
は

『
完
訳

日
本

の
古
典

源
氏
物
語
』
(小
学
館

刊
)
第

一
冊
目

(
一
九

八

三
年
刊
)

の

「
解
説
」

で
あ

り
、
後
半

「
源
氏
物
語
を
探
る
」

の

「
四

愛

一
69

「



の
か
た
ち
ー

『
も
の
の
ま
ぎ

れ
』

の
実
体
」
を
除
く
十
編

は
、
同
じ
く

『
完
訳

日
本

の
古
典

源
氏
物

語
』
十

冊
の

「巻
末
評
論
」
に
よ
る
。
四

に

つ
い
て
は
、

『
「
源
氏

物
語
」

を
読

む
』

(
一
九
八
九
年
、
笠
間
書
院
刊
、
共
著
)
中

の

「
物

の
ま
ぎ
れ

の
実
体
」

か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
論
考

に
は
、
『源
氏
物
語
』
研
究

の
第

一
人
者

で
あ

る
著
者
な
ら

で

は

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

提
起

が
含

ま
れ

て
お
り
、
従
来

の
固
定
概
念

に
と
ら
わ

れ
が
ち
な

一
般

の
読
者

に
は
、
新
鮮
な
驚
き
を
与
え

る
こ
と

に
な
る
だ

ろ
う
。

ま
た
、
「
源
氏
物

語
を
探

る
」

の

「
八

『雲
隠
』
巻

の
謎
」
な
ど
は
、

一
般
読

者
が
接

す
る

こ
と
の
比
較
的
少

な

い
文
献

上

の
問
題

が
取
り
上

げ
ら
れ

て
お

り
、
新
た
に
興
味
を
引

く
と
こ
ろ
に
な

る
と
思

わ
れ

る
。

昨

今

の
ブ

ー
ム
と
も
い
う
べ
き
状
況

に
お

い
て

『
源
氏
物
語
』

の
入
門
書

の

類

い
は
数

多

い
が
、

と
も
す

れ
ば
内
容
が
通
俗
的
な
方
向

へ
流
れ
が
ち
な
も

の

が
少

な
く
な
い
中

で
、
学
問
的
な
面
白

さ
を
備

え
た
本
書

の
登
場
は
大

い
に
歓

迎
さ
れ
よ
う
。

(平
成

四
年

四
月

小
学
館

四
六
判

二
二
○
○
円
)

「
70

う


